
耐震検討班研究発表 
“ホームページへのアップにあたって” 
当社では、テーマ別・自由参加で課題検討会を設け随時社内発表
会を行っています。 

 

今回、私たちの班は木造住宅の耐震対策について15分程の持ち
時間で発表を行いました。 

 

このスライドショウは発表時資料として作成した物です。 

 

この資料だけでは分かりかねるとは思いますが、ご要望があれば
説明に伺いますので、関心のある方はお気軽にお問い合わせ下さ
るようお願い申し上げます。 
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検討課題 
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50万円程度で 

出来る耐震対策 

 



検討方針 
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住まいに対する顧客の抱える不安はなにか？ 

自分の住んでいる家は地震に対して強いのか
弱いのか、次に大きな地震がきてはたして耐
えることが出来るのか 

議論に議論を重ね 

と思っている人は未だに多く、その
思いにこたえるには 

☆「住宅の耐震診断を顧客に分かりやすく説明でき 

                                                      るようにする」 
☆「住宅の耐震性能を目に見える形 

⇒数値化出来るノウハウを確立する」 



１．簡易耐震診断について 
   （分かりやすい営業ツールとして） 
 

検討内容 
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２．一般耐震診断について 
     （モデルケースの耐震診断結果） 

３．耐震補強方法と費用について 
   （モデルケースの耐震補強方法、 
    その他） 
４．新築時の耐震対策について 
                                                   （一例として） 



※今後の営業活動で使えるツールとして 

１．簡易耐震診断について 
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「誰でもできるわが家の耐震診断」 
   財）日本建築防災協会編 

適用範囲：１～２階建ての一戸建て住宅 

（在来軸組構法、ツーバイフォー工法）などで 

店舗・事務所を併用する住宅を含む 



実際の簡易診断 
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※モデルケースの耐震診断結果及び診断に不可欠な
もの及び診断方法 
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２．一般耐震診断について 

適用範囲：在来軸組構法、伝統的構法、 

       ツーバイフォー工法で３階まで 

「一般診断法」：財）日本建築防災協会編 
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診断に必要な項目として 

まず図面の有無 ⇒今回は有りを前提とした 

（➥無い場合は現地詳細調査） 

①屋根の仕様（例：瓦、金属コロニアル等） 

②外壁の仕様（モルタル、土壁、サイディング） 

⑥基礎の状態確認（クラック等の有無） 

③耐力壁（筋交い、構造用合板、木ズリモルタル） 

④仕口金物（建築年代による判断：釘止め、補強金物、 

        ボルト止等） 
⑤地盤（ケースによっては低減の要素になるが、 

     今回は比較的良好な地盤の秩父地域を想定） 
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モデルケースでの診断 

１F ２F 外観 

秩父地域・木造築３０年・延床面積30坪・総2階建 



X方向上 

X方向中央 

X方向下 
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判定 

Y方向左 Y方向中央 Y方向右 
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※５０万円を踏まえた補強方法 
３．耐震補強方法と費用について 
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費用 

モルタル壁解体＋合板＋筋交い＋金物＋左官＋仕上げ吹付＋処分費 

モルタル壁解体＋合板＋筋交い＋金物取り付け（大工手間） 
               １８，０００円×２人工＝３６，０００円 

合板２枚１，５００円×２枚＝３，０００円 

筋交い（90×45）＝２，０００円 金物＝５，０００円 

左官工＝２５，０００円 

処分費＝５，０００円 

仕上げ吹付工＝２０，０００円 

雑費＝１５，０００円 経費１０％＝１１，１００円 

構造用合板増設＝１２２，１００円／ヶ所 

構造用合板増設 

サッシ入れ替え 

撤去費＋サッシ＋大工手間 

既設サッシ撤去処分費＝３０，０００円 大工手間１８，０００円×２人工＝３６，０００円 

サッシ＝６０，０００円 サッシ入れ替え＝１２６，０００円 

構造用合板増設３カ所＋サッシ入替え＝４９２，３００円 
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※１．０以上を目標にした耐震補強 
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改修総費用 
LaZo工法×１２カ所（アラミド繊維シートによる 

                    耐力面材の接合含む） 

構造用合板壁増設４カ所 

サッシ入れ替え２カ所 

LaZo工法１２カ所 １５４，７００円×１２カ所＝１，８５６，４００円 

構造用合板増設４カ所 １２２，１００円×４カ所＝４８８，４００円 

サッシ入れ替え２カ所 １２６，０００円×２カ所＝２５２，０００円 

合計 ２，７５６，８００円 

足場一式＝１９０，０００円 

さ ら に、 



さらに屋根瓦を軽量化すると 
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耐震LaZo（ラソ）工法 

既存モルタル外壁の上からの耐震改修工法 

既存モルタルを撤去せずに、その上から耐力壁 

を施工するので、 

①施主の生活に支障がでない。 

②工事が簡単で工期短縮となる。 

③施工費用が縮減できる。 

④廃棄物の発生が少ない。 

（株）カネシンの工法で、（財）建築防災協会の 

              「住宅等防災技術評価」認定済 

ラソとは？ 
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＊ただし、既存の壁の上に貼り付けるので、 

 その部分だけふけるかたちになる。 
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１カ所あたりの耐震LaZo（ラソ）工法費用  

耐震LaZoセット＋大工手間＋左官＋仕上げ塗装 

LaZoセット ７０，０００円 

大工１８，０００円×１人工＝１８，０００円 

左官２．７㎡ １８，０００円 

仕上げ塗装 １５，０００円 

構造用合板２枚 ３，０００円 

雑費 １５，０００円 経費 １０％ １５，７００円 

計１５４，７００円／１カ所 
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続いて・・・ 



※制振ブレスについて 
４．新築時の耐震対策について（一例として） 
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カネシンの制震ブレス：V-RECS 

当社施工：O邸設置 

当社施工：O邸設置 

V-RECS：地震の揺れを最大で６０％軽減する装置 



制震ブレス設置位置 
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O邸外観 

この建物の揺れの軽減は震度５で２８％ 

                震度６～７で４９％ 



新築時 

耐震改修時 

X方向、Y方向各２枚（計４セット） 
               ＋設置費用（１人工） 

１セット約１００，０００円×４セット（大工手間込） 
                ＝４００，０００円 

2013/12/2 22 

新築時の施工に加え、壁の解体、仕上げが 

追加となる。 



まとめ 
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 いろいろな数字が飛び交いまして、若干引いてし
まった方もいると思います。 

 最初に紹介した簡易耐震診断の冊子を利用すれば
一般のお客様にも分かり易く説明できます。この冊子
は近日中に階段室２階のテーブルの上に置きますの
で、今後の営業活動に使用していただきたいと思いま
す。 

 さらに、今回モデルケースを使用し検討したように、 

住宅の耐震性能を数値化することもできるようになっ
たので、ぜひリフォーム工事を含めた受注につなげら
れればよいと思います。 
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お わ り 
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付録 



※その他の５０万円を踏まえた補強方法 
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ガードハウス（外付けホールダウン金物） 
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ガードハウス（外付けホールダウン金物） 

金物１セット１９，０００円×８セット 

＋１４，０００円×２＝１８０，０００円 

接着剤、コーキング材等雑材料費３０，０００円 

計２１０，０００円 

金物４隅各２セット（８セット）＋設置費用（２人工） 

壁を壊さずに施工できるが、基礎と柱との補強となる。 

（壁などは触らない） 
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耐震に関する補助金について 

秩父市 
耐震診断：１棟につき５０，０００円 

耐震補強（秩父市住宅リフォーム等資金助成金）：２０万円以上(消費税を除く) 

      の工事に対し、工事費の１０％(上限１５万円・千円未満切捨て） 

横瀬町 
耐震診断：１棟につき５０，０００円 

耐震補強（木造住宅耐震改修補助制度）：耐震改修に要した費用の 

                                    １／３、上限２５万円 


